
（1） 平成22年6月15日 No.174むなかたタウンプレス

市では、収集した個人情報を、収集の目的以外で利用することはありません。
広報紙は、古紙が配合された紙を使用しています。

宗像市公式ホームページアドレス
 http://www.city.munakata.lg.jp/
メールアドレス
 koho@city.munakata.fukuoka.jp

発行：宗像市　〒811-3492　福岡県宗像市東郷 1-1-1
代表：総務課 ☎0940-36-1121  FAX 0940-37-1242
編集：情報政策課広報係
　　　☎0940-36-1055  FAX 0940-34-2002

今月の紙面から

行　政

平成22年6月15日号

1 2〜7 8 9 10 11 12〜15 15 16

行政 防災特集 学びの里 環境 男女共同参画 カレンダー お知らせ 市民協働 健康・福祉

公園はみんなのもの、マナーを守って利用
しましょう、「市長への手紙」（13ページ）

大飛島洲の南遺跡（岡山県）との比較、「世界遺産への道」� 8

悩みや不安を吹き飛ばそう〜「ゆい」相談室〜、「メッセージ」� 10

住民票や戸籍の請求などには本人確認書類が必要です、「市民課窓口から」� 12

予防接種を受けましょう、日本脳炎、麻しん・風しん� 13

今年も実現！　英国スコットランドのバグパイプバンドと交流、「島だより」� 14

個性派集団が目指す方向、里山再生その③、「協働のまちづくり」� 15

自主防災組織を結成しよう、「防災特集」� 2〜7
生ごみを減量しましょう！、「みんなで３Ｒ」� 9

家庭菜園で孫と楽しむ明るいマルチおばあちゃん、「健康むなかた21」� 16

　広報紙15日号で毎月、市ホームページ＝http://www.city.munakata.
lg.jp/に掲載している市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

両
市
の
架
け
橋
に

金
海
市
親
善
大
使
も
参
加

伽
耶
文
化
祭

　

市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
い
る
韓
国
・
金
海
（
キ
メ
）
市
で
毎
年
、
同
市
発
祥
の

駕
洛
（
カ
ラ
ク
）
国
を
建
国
し
た
首
露
（
ス
ロ
）
王
に
祭
祀
（
さ
い
し
）
を
あ
げ
る
旧

暦
３
月
15
日
か
ら
伽
耶
（
カ
ヤ
）
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り
に
、
宗

像
の
良
さ
を
金
海
市
民
に
伝
え
る
金
海
市
親
善
大
使
や
市
民
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
活
動
交
流
室　

☎
（
36
）
０
３
１
１

　
祭
り
で
は
、
５
０
０
年
以

上
続
い
た
伽
耶
文
化
を
再

現
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
楽

し
み
な
が
ら
伽
耶
の
文
化
を

後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
４
月
27
日
か
ら
５

月
２
日
ま
で
、「
美
し
い
伽

耶
、
誇
れ
る
伽
耶
、
世
界
の

中
の
伽
耶
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
公
演
、
沿

道
で
は
露
店
が
並
び
、
多
く

の
金
海
市
民
が
祭
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伽
耶
文
化
を
取
り

上
げ
、
金
海
市
を
中
心
に
撮

影
が
進
ん
で
い
る
韓
国
の
大

河
ド
ラ
マ
「
金
首
露
（
キ
ム

ス
ロ
）」
の
主
役
・
チ
ソ
ン

さ
ん
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

と
し
て
開
幕
式
典
に
登
場
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

（「
金
首
露
」
の
内
容
は
、
広

報
紙
５
月
15
日
号
に
掲
載
）。

　
宗
像
市
か
ら
は
田
中
時
宗

市
議
会
議
長
、
桑
野
俊
一
郎

副
市
長
、
平
成
22
年
度
金
海

市
親
善
大
使
に
選
ば
れ
た
熊

智
恵
子
さ
ん
と
大
賀
章
代
さ

ん
ら
が
参
加
。
２
人
の
親
善

大
使
に
は
、
開
幕
式
典
で
金

海
市
の
金
鐘
侃
（
キ
ム
ジ
ョ

ン
ガ
ン
）
市
長
か
ら
任
命
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宗
像
市
親
善
大
使

の
李
英
周
（
イ
ヨ
ン
ジ
ュ
）

さ
ん
と
金
瑾
該
（
キ
ム
ク
ン

ヘ
）
さ
ん
に
、
桑
野
副
市
長

が
任
命
状
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
姉
妹
都
市
交
流

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
市
を
代

表
し
て
市
民
学
習
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
活
動
し
て
い
る

「
民
謡
吉
武
会
」
が
、
黒
田

節
な
ど
民
謡
と
三
味
線
で
計

11
曲
を
演
奏
。
日
本
文
化
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
金
海
市
親
善
大

使
の
２
人
も
加
わ
り
、
三
味

線
を
弾
き
な
が
ら
韓
国
の

「
ア
リ
ラ
ン
」
を
披
露
。
会

場
の
金
海
市
民
も
手
拍
子
し

て
一
緒
に
歌
い
、
交
流
を
さ

ら
に
深
め
ま
し
た
。

●
金
海
市
親
善
大
使
の

　

熊
智
恵
子
さ
ん

　
盛
大
な
開
幕
式
典
で
の
親

善
大
使
任
命
式
は
、
た
い
へ

ん
光
栄
で
、
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
金
海
市
長
の
話
か

ら
、
宗
像
市
の
こ
と
を
大
切

に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
縁

あ
っ
て
巡
り
会
っ
た
金
海
市

の
親
善
大
使
２
人
と
協
力

し
、
両
市
の
交
流
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

●
金
海
市
親
善
大
使
の

　

大
賀
章
代
さ
ん

　
伽
耶
文
化
祭
に
は
若
い
力

が
あ
ふ
れ
、
古
代
伽
耶
の
歴

史
文
化
を
大
切
に
し
て
未
来

へ
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る

力
を
感
じ
ま
し
た
。
宗
像
市

の
こ
と
を
金
海
市
の
人
た
ち

に
も
伝
え
、
互
い
が
「
気
に

な
る
存
在
」
と
な
っ
て
高
め

合
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
で
す
。

●
民
謡
吉
武
会
代
表
の

　

吉
武
千
鶴
さ
ん

　
開
幕
式
典
は
、
夕
方
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
人
が

来
て
い
る
の
に
は
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
伽

耶
文
化
祭
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
、
会
員
一
同
「
心
は
ひ

と
つ
」
に
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。会
と
し
て
も
今
後
、

金
海
市
と
の
交
流
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

ア
リ
ラ
ン
を
披
露
し
た
金
海
市
親
善
大
使

と
「
民
謡
吉
武
会
」
の
み
な
さ
ん

伽
耶
文
化
を
再
現
、
多
く
の
市
民
ら
が

楽
し
ん
だ
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト

金
市
長（
右
端
）か
ら
任
命
状
を

手
渡
さ
れ
る
熊
さ
ん（
中
央
）と
大
賀
さ
ん

　
５
月
28
日
（
金
）、「
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
結

ん
で
い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
株
式
会
社
か
ら
、
車
い
す

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
同
社
は
、
平
成
20
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
ち
ょ
ボ

ラ
（
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
略
）」
の
一
環
と

し
て
、
社
内
で
空
き
缶
の
プ

車
い
す
の
寄
贈
式
で
関
係
者

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
し
た

ル
タ
ブ
な
ど
を
集
め
、
車
い

す
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
車
い
す
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い

へ
ん
あ
り
が
た
く
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
同
社
に
は
既
に
、
市
の
釣

川
清
掃
や
竹
林
伐
採
な
ど

数
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
今
年
の
４
月
に
同

社
と
宮
若
市
、
宗
像
市
の
３

者
で
「
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
結
び
、
社
会
貢
献

活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
職
員
も
現
在
、
使
用
済

み
の
割
り
ば
し
回
収
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
地

域
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。


